
進んで学ぶ子 きたえる子 思いやりのある子 ゆめをもつ子

令和５年度 卒業生７４名、巣立つ

３月１２日、令和５年度卒業証書授与式を行いました。あいにくの雨模様でしたが、ご来賓の

皆様、保護者の皆様に多数ご出席いただき、７４名の門出をともに見届け、祝っていただくこと

ができました。

卒業証書を受け取る一人一人の凜とした姿に、６年間の成長を強く感じました。校長式辞の中

でもその成長を讃え、４月からの新しい中学校生活に向けて、３つのメッセージを送りました。

「仲間とともに力を合わせて活動しましょう」「よく話し合い、折り合いをつけながら活動を楽し

みましょう」「夢や目標をもち、その実現に向けて努力しましょう」、この３つのメッセージを心

にとめ、新たな環境で、新たな仲間との集団生活を有意義なものにしていってほしいです。つら

いこともあるかもしれませんが、夢や目標が前向きな気持ちを支えてくれると思います。

最後に、卒業生が「最後のチャイム」という曲を合唱しました。自由に

歌えなかったコロナの時期を乗り越え、体育館に響き渡るその歌声に感動

を覚えました。成長し、新しいステージへと巣立つ７４名の卒業生に

心から「おめでとう」の言葉を贈ります。

これまで、子どもたちの成長を見守り、支えてくださった保護者の

皆様、地域の皆様には、心より感謝申し上げます。本当にありがとう

ございました。今後も子どもたちに関わり、支えとなってくださいま

すよう、お願いいたします。

２０２４．３．２１

ＮＯ.９



６年生を送る会を開催
お世話になった６年生に感謝の気持ちをこめて

２月２１日、これまでお世話になった６年生に感謝の気持ちを伝えようと、全校児童で６年生

を送る会を行いました。縦割りのふれあいグループごとに６年生を迎え、感謝の言葉を伝えたり、

プレゼントを渡したり、ゲームをしたりして、みんなで楽しい時間を過ごしました。

その後、６年生から５年生へ、ふれあいグループのプラカードを引き継ぐ、引き継ぎ式も行わ

れました。６年生を送る会は、５年生が、学校のリーダーとして初めて企画運営する行事でもあ

ります。一生懸命がんばり、送る会を成功させた５年生の子どもたちに、６年生から最高学年と

いうバトンが渡されました。５年生は、達成感を味わい、気持ちを新たにしたことと思います。

松本小学校の新たなリーダーとして、今後の活躍を期待します。

「どんぐりランド」完成！ 松本っ子の新しい学びの場に

松本っ子の新しい学びの場とするため、今年度、中校舎と新中校舎の間の中庭の整備を進めま

した。サツマイモ畑を拡張したり、メダカ等を観察できる池を整備したり、子どもたちが観察な

どの学習に使えるスペースを広くとれるようにしました。夏から行っていた作業がやっと終了し、

３月７日にシンボルとなるドングリの苗木を植樹しました。何年か後には、秋に中庭のドングリ

を拾って、生活科の秋祭りなど、学習に生かせるとよいなと考えています。中庭の名前は子ども

たちから募集し、「どんぐりランド」としました。４月から、学習で活用していく予定です。

完成に至るまでには、「みさと基金」や工事関係

の方など、たくさんの地域の皆様にご協力いただき

ました。心より感謝申し上げます。松本っ子が「ど

んぐりランド」を活用し、観察や栽培、収穫など、

教室では体験できない、豊かな体験活動に楽しく

取り組んでくれることを心から願っています。

保護者の皆様、地域の皆様には、１年間、松本

小学校を温かく見守っていただき、本当にありが

とうございました。心より感謝申し上げます。

６年生と一緒にゲームを楽しむ ふれあいグループのプラカードの引き継ぎ

ドングリの苗木を植樹「ぐんぐん大きくなあれ！」




